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『工業高校を卒業したから
こそ出来る！福祉！』

あい・あーる・けあ株式会社

製品企画・開発・販売

福祉用具専門相談員

卜部 聡（うらべ さとし）

スケジュール

• 自己紹介

• 福祉業界･･･誰がいつどこでなにをどうしたいのか？

（ 対象者は、十人十色、同じ人などいない。）

• 高校時代・・・衝撃的な出会い（体験談）

• まとめ

自己紹介
• 1992年４月 千葉県立市川工業高等学校 電気科 入学

• 1995年３月 千葉県立市川工業高等学校 電気科 卒業

• 1995年４月 北越製紙株式会社_市川工場 入社

• 2000年７月 同社 自己都合退職

• 2001年４月 あい・あーる・けあ株式会社 入社 今現在にいたる。

※ 1994年３月～ 1998年 市川市社会福祉協議会主催 ※

『高校生ボランティアワークキャンプ』参加及びOBとして手伝い

1999年～2003年 無認可高校生対象福祉体験学習活動を実施。

2004年12月22日 NPO法人福祉教育推進団体Oh’z倶楽部設立

☆現在、副理事長として活動中☆

・日本コミュニティワーク研究所 研究員

福祉業界
誰がいつどこでなにをどうしたいのか？

（ 対象者は、十人十色、同じ人などいない。）

福祉業界・・・住宅改修編_理想
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福祉業界
誰が、いつ、どこで、なにをどうしたいのか？

• 商品知識

• 施工知識

• お客様の身体と不安要素の状態を把握

• お客様が本当に必要なことを一緒に導き出す。
※未来は、誰もわからない。

高校時代・・・衝撃的な出会い（体験談）

工業高校生活 ボランティア

活動 のち

NPO法人へ

生活

知識

※体験

疑問

私

行動

・一番印象の強い生徒

・生徒会活動

オ ー ズ ク ラ ブ

O h O h ’’ z z 倶倶 楽楽 部部
法 人 概 要

ボラキャン2004
最終日

2泊3日のボラ

キャン最終日の
集合写真。全員
でこんなに素晴
らしい笑顔を見
せてくれた。

特定非営利活動法人 福祉教育推進団体 ごあいさつ
「自分たちも、この企画を手伝いたい！」
こんな想いを持った高校生たちによって誕生した『ボランティア・ワー

ク・キャンプ』のOG・OBからなる団体Oh’z倶楽部（オーズクラブ）。当

時は、千葉県市川市社会福祉協議会（以下、市川社協）主催のもと行
われていたこの企画をサポート。回を重ねるごとに、「想いをカタチに
したい！」という気持ちを持った高校生たちはOG・OBとして人数を増
やしました。
1999年に市川社協よりこの企画を引き継ぎ、名称も「ボラキャン」と

改名をして主催、企画、運営を行うようになりました。その後は、フリー
マーケットを中心に資金を作り、2004年3月までに計6回の「ボラキャ

ン」を開催しました。また、市川社協時代からの開催を含めると、延べ
15回となります。
そして2004年12月、12名の仲間の想い、メンバーを支えてきてくれた

ご家族、暖かい目で見守っていただいた周囲の方々のご協力により
「NPO法人福祉教育推進団体Oh’z倶楽部」として生まれ変わりました。

少々長い名称になりましたが、今までと変わりなく一人ひとりの気持ち
を大切に、そしてまわりの方のご意見を励みに、活動を行っていきた
いと考えています。よろしくお願い致します。

会長 福島武史

ＮＰＯ法人福祉教育推進団体Oh’z倶楽部の推薦

監事 山﨑泰介

彼らとの付き合いは９１年の春からですから、もう１３年以上にな
ります。私が勤める市川市社会福祉協議会の高校生ボランティア
ワークキャンプの参加者としての出会いがこんなに長く続くとは思
いませんでした。その頃は、現在のように福祉ブームとは無縁の
バブル後半で、世の中が浮き足立っていたことを思い出します。
福祉業界の常識をぶっ壊して「明るい福祉」の足がかりにしようと
先輩の鶴ケ谷さんと、知り合ったばかりの彼らと、その頃の体験学
習では考えられない「本当にこの企画面白いの？」という苦しくも
楽しい議論を交わしました。その後、任意団体として独立してキャ
ンプを続け、昨年の１２月にはＮＰＯ法人の認証を受けたことを聞
いて、自分のことのように嬉しく感じています。
また、時代の先端の体験学習を走り続け、後進の指導に文字通

り体を張って燃え続ける彼らを心から推薦するとともに、高校生の
参加費の負担を減らそうとフリーマーケットで資金活動を捻出して
いた彼らの清廉さを誇らしく感じています。
この活動に参加できる高校生は本当に幸せですし、必ず机上の

勉強ではない「生きる力」を得るだろうと信じております。

社会福祉法人 市川市社会福
祉協議会 貸付・事業係長、千
葉県社会福祉福祉士会理事
及び事務局長、ＮＰＯ法人社会
福祉士ネットワーク・ヒューマン
レインボー副理事長、ＮＰＯ法
人福祉教育推進団体Oh’z倶
楽部監事、社会福祉士

法人概要

理事12名、監査2名役 員

電話：090-3546-9356連絡先

千葉県市川市八幡3-12-14（森本方）所在地

平成16年12月22日設立日

特定非営利活動法人 福祉教育推進団体 Oh’z倶楽部法人名

郵便貯金

口座番号：１０１５０－８５６８８４２１

NPO法人福祉教育推進団体Oh’z倶楽部

（ｴﾇﾋﾟｰｵｰﾎｳｼﾞﾝﾌｸｼｷｮｳｲｸｽｲｼﾝﾀﾞﾝﾀｲｵｰｽﾞｸﾗﾌﾞ）

設立経緯

特定非営利活動法人として千葉県知事より認証がおりる。現在、
ボラキャン2005を企画中。平成16年12月

関東甲信越ブロック社会福祉協議会研修にて「地域と学校との
連携」として会員2名が実践報告。平成16年7月

習志野市社協職員研修にて「社協事業により若いボランティアを
育てるために」として会長、福島武史実践報告。

平成15年2月

日本福祉教育・ボランティア学習学会第5回大会で、会員4名が

報告。平成11年11月

市川市社協のキャンプから任意団体として独立。独自に高校生
向け福祉教育体験学習『ボラキャン』を主催を始める。運営費は
フリーマーケットにて捻出し、これまで6年キャンプを実施中。

平成10年

市川市社会福祉協議会主催「高校生ボランティアワークキャン
プ」の卒業生ら数人が集まり、Oh’z倶楽部を発足。このキャンプ
に参加協力をする。全6回のキャンプに参加。

平成4年
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ボラキャン２００５ 募集要項

ボラキャン２００５ 開催要項(抜粋)
宿泊場所 市川市少年自然の家 （市川市大町）

市川市の北東部に位置する宿泊施設で、約２００人の宿泊が可能。冷暖房･風呂･研修室･体育館･食堂･プラネタリ
ウムなどが常設されている。野外炊飯が出来るようになっており、この野外炊飯をキャンプの｢ワーク｣に取り入れ、参
加者はここで野外炊事体験を行なう。また、広いグラウンドを利用し、そこで福祉機器展及び福祉車両への乗車体験
も行っている。

研修場所 特別養護老人ホーム ナーシングホーム市川

市川市柏井町にあり、１９９４年（平成９年）に開設。６０名の入所（２０名のショートステイ受け入れあり）が可能。併設
にケアハウス市川･デイサービスセンター・在宅支援センターなどがある。周囲を緑に囲まれた特別養護老人ホーム。
（２０００年４月１日から介護保険指定施設へ）ボラキャンでの高校生受け入れのほかに、お話ボランティアや土日に行
なうレクリエーション・大型行事などでボランティアの受け入れなども行なっている。

期日 ２００５年３月２５日（金）～３月２７日（日） 二泊三日

参加費 ８，０００円 （保険代及び食事代・イベント代の一部として）

対象 高校生(２００５年３月末卒業生も含む)

募集人数 ５０名(応募多数の場合は抽選) ※参加希望者は事務局090-3546-9356までご連絡下さい。

募集締め切り ３月５日(土曜日)

・ボランティアは自主的に参加するものです。私たちはその自主性を大切にしています。参加希望者に関しましては、
学校単位でのとりまとめをされるのではなく、必ず自身で、事務局まで連絡するようにご指導願います。

※詳細は別添のボラキャン２００５開催要項をご覧ください。

運営体制

お年寄り

高校生参加者

高校生リーダー（昨年度参加者の有志）

・当日までの イベント ・ レクリエーションの企画

・当日 プログラムの進行

ディズニーランドに行く
ような感覚で参加して
いただけることを重視。

全く興味のない人でも
楽しめるような企画を
考える。

ボラキャン

実行委員会

企画 ・ 運営

ふれあいと交流

仲間としてサポート

仲間としてサポート

オーズ倶楽部（このキャンプの卒業生が結成した有志団体）

・当日まで 高校生リーダーの育成 ・ 活動場所の確保 ・人材の確保 ・運営資金集め（フリーマーケット）

外部機関との折衝 ・広報活動

・当日 全体のプロデュース ・ マネージメント

ボラキャン当日
の参加者

協力団体

施設

学校

各種メディア

活動と実績

ボラキャン活動の軌跡

ボラキャン９９ 花摘み＆写真屋さん

｢土は汚い｣から施設内に持ち込めない
という意見を覆し、お年寄りに実際にお
花摘みをしてもらった。さらに着せ替え
写真館を用意し、好みの服を着て写真
撮影。写真に写ったお年寄りの笑顔が
忘れられない。

ボラキャン2000 なまはげ雪合戦

なまはげを退治すると病気にならない
という言い伝えから、なまはげ雪合戦
を思いつく。本物の雪を用意し雪だま
を作り、なまはげにぶつけてもらった。
久しぶりに雪に触れ、感激する人も多
かった。

ボラキャン2001 春風祭

獅子舞にかんでもらうと病気が治ると
いう言い伝えから、獅子舞を舞うことに。
さらに参加者全員の思いが詰まった春
風神社を作り、お年寄りにおまいりの
気分を味わってもらう。

ボラキャン2002

京都旅行をしてもらおうと、「ご朱印帳」
を作成し、お寺をはじめ、さまざまな観
光スポットを設けてお年寄りに観光をし
ていただいた。寝たきりのお年寄りのと
ころへは「舞妓」が出向き、京都気分を
満喫してもらった。

ボラキャン2003

春の匂いを感じながら、懐かしいあの
人への手紙を書いてもらいました。こ
の年は｢匂い｣にこだわり、実際に六方
焼を焼いてその甘い匂いとともにおい
しいお茶を楽しんでもらった。

ボラキャン200４

温泉に入りながらお花見をしてもらい
たいという思いで、実際に温泉を作成。
｢手入浴｣を楽しんでもらう。さくらの塩
漬けが載ったおまんじゅうで一休み。

活動と実績

ワークタイム
お年寄りに差し上げるもの、実際に触っていただくものは｢手作り｣そして｢本物｣を基本としています。

なぜなら世界でひとつしかないものを差し上げたいからです。イベント前のワークタイムでは、手作り
のプレゼント、手作りの看板、そして手作りのはっぴなど、全てのものを工作しています。また、イベン
ト直前の設営では、本物を用意するか、どうしても無理なときだけあたかもそこに本物を持ってきたよう
に演出しています。

お年寄りにプレゼントするあかべこを
作成している様子。紙粘土でべこの
型をとり、乾燥したら赤のマニキュア
を塗ります。作成にさしあたり、イベン
トのワーク冊子を(高校生リーダー手
作り)配布しています。

ここでは、看板を作成してい
ます。お店の名前も、看板
の形もこのワークタイムで決
め、みんなで協力して作り
上げていきます。

匂いを感じてもらいたい。そ
んな思いから市川中の菜の
花畑を回り、菜の花を分けて
もらいました。それを入り口に
アーチのようにして飾ってい
ます。あたり一面春のにおい
で満開になりました。

強風で折れてしまった桜の枝
を頂戴し、温泉から見上げる
景色を本物の桜に演出しまし
た。温泉のお湯は桜色。もち
ろんにおいも桜です。(バスク
リンではありません)

活動と実績

ボランティア体験～イベント～
イベントが始まると、お年寄りとの対話の始まりです。自分たちが用意したすばらしいイベントを、お年寄りの方に存
分に楽しんでもらえるよう、精一杯がんばります。どこを見ても笑顔が見え、お年よりも、高校生も楽しんでいる姿が
よく分かります。

桜まんじゅうをお年寄りに。一息つ
きながら話す会話は弾み、あっとい
う間に時間が過ぎてしまいます。桜
まんじゅうとさくら茶。テーブルの上
に満開の春が咲きました。

今回のメインテーマである｢さくら温
泉｣着物を着た高校生がお年寄りの
手をやさしくぬぐい、そのお湯の感触
を一緒に楽しんでいます。温かいお
湯の手触りが、心も体もほかほかに。

普段あまり出来ない｢マッサージ｣。
お年寄りにきれいになっていただ
こうと手を丁寧にマッサージしてい
ます。お年寄りに少しでもリラック
スしていただこうと昔流行したなつ
かしの曲を選曲しました。

まるで孫が遊びに来てくれたみ
たいで嬉しいわ。そんなお年寄
りの声が聞こえます。つないだ
手のぬくもり。今日の出来事は
誰にとっても忘れられない素敵
な思い出になることでしょう。

Oh’z倶楽部の行なうイベントでは「本物で魅せ
る」ことがとても重要となっています。今回、赤
坂「鳳月堂」にご協力いただき、さくらまんじゅ
うを安価で譲っていただきました。また、菜の
花は市川市の有志の方から頂戴したものです。
このような地域の皆さんの温かい支援の手を
頂き、イベントを開催しております。

活動と実績

ボランティア体験～実体験～

実際に行なわれている｢白杖・アイマスク｣｢車椅子乗車｣体験。しかしOh‘z倶楽部が団体とは違う点がここにあります。

それが｢福祉機器展｣です。実際に車椅子の方が車に乗る時どうしているのか？これを実体験で学んでもらいます。さら
に、福祉関係に就職・進学しているOB/OGが多いことから、将来の不安や悩みさらに進路の相談が出来る｢福祉デス

ク｣を開催し、高校生の進学先選びへのお手伝いもしています。

実際に白杖を持ち、両脇を支えても
らいながら道を歩いてみます。目の
見えない方の気持ちがより分かるよ
うに、一人でも歩いてみます。点字ブ
ロックの上に自転車があったら・・・。
それがどんなに怖いことなのか、体
験することにより、さらに理解できる
ようになります。

車椅子ででこぼこ道を歩いたらどうなる
のか？また、ひとりでこぐことがどれくらい
大変なのか、目線はどうなるのか？など、
いくつかの課題を設定した上で車椅子体
験を行ないます。ちょっとした段差がどれ
ほど大変なものなのかを実際に体験しま
す。

社会福祉士・看護士・保育士など
が実際の現場の様子、試験勉強
のことなど、疑問点に答えていま
す。学生もいるのでどの勉強が
必要かなどの具体的な進路相談
が出来る強みがあります。

実際に福祉施設で使用されている｢車椅
子降車車両｣に、車椅子で乗車していま
す。また、足が不自由な方でも運転でき
る車を実際に展示し、専門ドライバーによ
る運転説明なども行なっています。
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